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はじめに

先日、教会の礼拝にあたり賛美曲を用意していました。そのときに「主に感謝せよ」
（ホードゥー ラドナイ キートーヴ: כּי־טוֹב הוֹדוּ לַיהוה ）に目がとまりました。この歌はイスラ
エルの歌で、日本語にも訳された詩篇から引用された賛美です。
また教会でも「感謝します」とか「感謝」ということばを使いますが、世の中でも誰もが何か
をしてくれた「お礼のことば」として使っています。
しかし聖書の中で、また神が意図する「感謝する」または「感謝」とはどういうことなのかを、
今回探り求めてみました。毎回ですが神の深淵な知恵の深さには及びませんが、その一滴でも
知り味わえたらと思います。今日は感謝と共に「霊とまこと」をもって、この時間を主にお献
げします。
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1．「ヤーダー: ほめたたえる、感謝する①＝「 יָדָה 

「主に感謝せよ」の「感謝せよ」はヘブル語の「ホードゥー: ּהוֹדו」にあたりますが、旧約聖書の
中では23回（「御名に感謝せよ」も含まれます）、そのうち19回は詩篇にあります。また「ホー
ドゥー: の命令形「ほめたたえる、感謝する、②告白する①」「יָדָה:ヤーダー」は動詞の「הוֹדוּ 
です。
さらに「ヤーダー: יָדָה」には別に「（矢を）射る、（石を）投げつける、投げ倒す」意味もあって
「感謝する」ことと違う意味になるのですが、「ヤーダー: יָדָה」に「手」を意味する「ヤード: 
があることで、矢を射るにも、石を投げるにも「手」を使い、また人は天（神と同義）に向「יָד
かって「手」を挙げて神をほめたたえる、感謝を献げる、という「手」の動作について、この二つ
に共通している事柄だとわかります。
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1． 「ヤーダー: 告白する②＝「 דָהָי 

また「告白する」とは「私は自分の罪をあなたに知らせ自分の咎を隠しませんでした。私は言
いました。『私の背きを主に告白しよう（ヤーダー: יָדָה   ）』と。するとあなたは私の罪のと
がめを赦してくださいました。セラ」（詩32:5）や、「自分の背きを隠す者は成功しない。告
白して（ヤーダー: יָדָה   ）捨てる者はあわれみを受ける（＝愛される/ラーハム:רָחַם） 。」
（箴28:13）
とあるように自らの罪、咎を神の前に「告白する」つまり罪を捨て去ることで、神の赦しとあ
われみを受ける（ラーハム:רָחַם）のです。このことは「罪を告白する」ことは「罪を捨て去
る」こと、また人が神に向けて「ヤーダー: יָדָה」することで赦しとあわれみを受けるという相
互関係が建て上げられ「再創造＝バーラー:בָּרָא」、また「人の霊の回復」が成されていきま
す。
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2．「ヤーダー の初出箇所「יָדָה

〔創世記29章35節〕
彼女はさらに身ごもって男の子を産み、「今度は、私は主をほめたたえます（ヤーダー: 「（יָדָה
と言った。それゆえ、彼女はその子をユダ（イェフーダー: יְהוּדָה  ）と名づけた。その後、彼女は
子を産まなくなった。

ヤコブはラバンの二人の娘を妻としていました。これは姉のレアがヤコブに男の子を産んで「神を
ほめたたえる（ヤーダー: :と言って、その子をユダ（イェフーダー「（יָדָה יְהוּדָה  ）と名づけたこ
とです。二人の娘はヤコブのために子を産むため、彼女らの間には「私（ラケル）は姉（レア）と
死に物狂いの争い」（創30:7）という競り合いがありました。なぜなら夫のヤコブは妹のラケルを
姉のレアより愛していたからです（創29:18）。しかし神はレアに目をとめ、四人の子を与えます
が、ラケルは不妊の女でした（創29:31）。またレアはユダの前に三人の子を授かっています。ル
ベン、シメオン、レビ、そしてユダです。
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2．「ヤーダー の初出箇所「יָדָה

〔創世記29章31～32節〕
31主はレアが（原文:確かに嫌われた）のを見て（ラーアー: רָאָה）、彼女の胎（レヘム: 

を開かれたが、ラケルは不妊の女であった。32レアは身ごもって男の子を産み、その子を（רֶחֶם 
ルベン（レウーヴェーン:  :と名づけた。彼女が、「主は私の悩みをご覧になった（ラーアー（ רֽאוּבֵן
。今こそ夫は私を愛するでしょう」と言ったからである。（רָאָה 

主はレアが「確かに嫌われている」のを見た（ラーアー: רָאָה）ことを、レアは「主は私の（ヤコ
ブに嫌われている）悩み（→הðָָע:アーナー 悩み、苦しみ）をご覧になった（ラーアー: 「（רָאָה
ことを知り、その子をルベン（レウーヴェーン:רֽאוּבֵן）と名付けました。神は「レアの胎（レヘ
ム: רֶחֶם   ）を開いた」とは、レアは「あわれみを受けた（ラーハム רָחַם   と同じ語根）」ので、子
を産み、そのことで「今こそ（きっと、確かに＝キー アッター:כִּי עַתָּה）夫は私を愛するでしょ
う」と言いました。もしかしたらレアはきっとこれでという強い思いでヤコブは自分のものになる
と思っていたかもしれません。
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2．「ヤーダー の初出箇所「יָדָה

しかし神はさらに子を三度もレアに授けました。二番目は「主は私が嫌われているのを聞いて
（シャーマ:שָׁמַע）」授かったシメオン（シムオーン:שִׁמְעוֹן）、三番目は「今度こそ（原文＝
今この［冠詞付き］ときこそ＝アッター ハッパアム:עַתָּה הפַּעַם）」とこの三度目こそは、夫に
三人の子を産んだのだから、「夫は私に結びつく（＝愛着する ラーヴァー: でしょう」と（לָוָה
言って三番目の子をレビ（レーヴィー: לֵוִי）と呼びました。しかし彼女はさらに身ごもって、
「今度は、私は主をほめたたえます（ヤーダー: （יְהוּדָה :イェフーダー）と言ってユダ「（יָדָה
と名づけ、その後、彼女は子を産まなくなりました（創29:35）。
ここでレアは「主をほめたたえ」て、ユダを産んでから（一旦）子を産まなくなりました。レア
を「見て」「聞いて」くださったのは主である神です。またレアも神は「見て」「聞いて」くだ
さる方だとわかっていたので「ほめたたえる」「感謝をささげる」（ヤーダー: ことが「（יָדָה
できたのです。
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2．「ヤーダー の初出箇所「יָדָה

一方ヤコブに愛されていた妹のラケルは、神ではなく夫のヤコブに向けてこう言います。

〔創世記30章1節〕
（そして:ו）ラケルは自分がヤコブに子を産んでいないのを見た（ラーアー:רָאָה）。ラケルは姉
に嫉妬し（ カーナー:אðָָק）、ヤコブに言った。「私に子どもを下さい。でなければ、私は死にま
す。」

原文で1節の冒頭には接続詞「ヴァーヴ: ו」があるので、前節からの事柄と関連しています。ここ
でラケルは子を産んでいない自らを見て（ラーアー:רָאָה）レアに嫉妬（カーナー:אðָָק）します。
「嫉妬」の「カーナー: אðָָק」は「ねたむ、熱中する」意味があり、イサクがゲラルの地で「富み、
ますます栄えて、非常に裕福になった」（創26:12～14）ことからペリシテ人が彼をねたんだ（同
14節）とあるように、「カーナー: אðָָק」は相手が自分より栄え、豊かになることで嫉妬し、ねた
むことで、やがて偶像崇拝へと発展するほどの勢いがあります。このような嫉妬やねたみによって
もイェシュアは十字架にかけられました。
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2. 「ヤーダー の初出箇所「יָדָה

「嫉妬」したラケルには自分で自らを見る（ラーアー:רָאָה）ことしかできなかったのです。
それについて、「ヤコブはラケルに怒りを燃やして言った。「私が神に代われるというのか。
胎の実をおまえに宿らせないのは神なのだ。」（創30:2）と答えますが、ラケルは女奴隷の
ビルハによって人頼み、自分頼みでヤコブの子を産ませ、神に頼ることをしませんでした。
結果的にラケル、レアたちがヤコブの子を産んだことはイスラエル十二部族を生んだという神
の計画の想定内ではあったのですが、神は民を見られ、その声を聞かれていることを知ってい
なければ「神をほめたたえる」「ヤーダー: ことができないのです。この時のラケルは「יָדָה
「神を知っていながら、神を神としてあがめず、感謝もせず、かえってその思いはむなしくな
り、その鈍い心は暗くなったのです。」（ローマ1:21）
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3．ユダ

創世記ではもう一箇所「ヤーダー: יָדָה」があります。これもユダに関することで、それはヤ
コブが息絶える前に息子たちを呼び寄せてそれぞれにふさわしい祝福を与えたときです。

〔創世記 49章8節〕
ユダよ、兄弟たちはおまえをたたえる（ヤーダー: יָדָה）。おまえの手は敵の首の上にあり、
おまえの父の子らはおまえを伏し拝む。

ヤコブの子らへの祝福ですが、それは「終りの日」に起ること（創49:1）であり、またメシ
アを預言し「私たちの主がユダ族から出られたことは明らかです」（ヘブル7:14）。また
「ユダは彼の兄弟たちの間で勢いを増し、君たる者（メシア・イェシュア）もそこから出た」
（I歴5:2）、とあるようにその「勢い」は「獅子、獅子の子」というメタファーで現されてい
ます。
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3．ユダ

〔創世記49章9節〕
ユダは獅子の子。わが子よ、おまえは獲物によって成⾧する。雄獅子のように、雌獅子のよう
に、うずくまり、身を伏せる。だれがこれを起こせるだろうか。

〔黙示録5章5節〕
すると、⾧老の一人が私に言った。「泣いてはいけません。ご覧なさい。ユダ族から出た獅子、
ダビデの根が勝利したので、彼がその巻物を開き、七つの封印を解くことができます。」

「ダビデの根」（黙示5:5）とはダビデがイスラエルの「王」であり、その「根」＝「家系」か
ら出でる王イェシュアのことを指しています。ですからこれらの預言を通して語られるメシア
について信じる者たちが神に向けて「主をほめたたえます（ヤーダー: と呼びかける「（יָדָה
ことができるのです。
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4．兄弟

それからヤコブがユダを祝福したとき、「ユダよ、兄弟たちはおまえをたたえる（ヤーダー: 
でしたが、「兄弟たち」とはほかの十一人の兄弟たちを指しているので（創49:8）「。（יָדָה
すが、この時点ではまだ現れていない「兄弟たち」も包括していると考えられます。それは教
会であり、イスラエルの残りの者たちです。なぜなら「兄弟、兄弟たち」とは生物学的な血縁
関係があって互いに兄弟と呼び合いますが、神（霊）の目で見たとき、誰でもイェシュアにあ
るならキリストの「兄弟」になることを証ししています。

〔マタイの福音書12章46～50節〕
46 イエスがまだ群衆に話しておられるとき、見よ、イエスの母と兄弟たちがイエスに話をしよ
うとして、外に立っていた。47 ある人がイエスに「ご覧ください。母上と兄弟方が、お話しし
ようと外に立っておられます」と言った。48 イエスはそう言っている人に答えて、「わたしの
母とはだれでしょうか。わたしの兄弟たちとはだれでしょうか」と言われた。
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4．兄弟

49 それから、イエスは弟子たちの方に手を伸ばして言われた。「見なさい。わたしの母、わた
しの兄弟たちです。
50 だれでも天におられるわたしの父のみこころを行うなら、その人こそわたしの兄弟、姉妹、
母なのです。」

さらに復活後のイェシュアは、弟子たちを「兄弟」とし、はっきりと「兄弟たち」と呼んでい
ます。

〔ヨハネの福音書20章17節〕
イエスは彼女に言われた。「わたしにすがりついていてはいけません。わたしはまだ父のもと
に上っていないのです。わたしの兄弟たちのところに行って、『わたしは、わたしの父であり、
あなたがたの父である方、わたしの神であり、あなたがたの神である方のもとに上る』と伝え
なさい。」
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4．兄弟

そしてこう言われた後、イェシュアは「秘密の昇天」（ご自身を御父に献げ）をされ「週のは
じめの日の夕方」、弟子たちの真ん中に立ち「平安があなたがたにあるように」と言ってから
彼らに、息を吹きかけて「聖霊を受けなさい」（ヨハネ20:19～22）と言われたことで、彼
らの内側に「いのちを与える霊」（「真理の御霊」「もう一人の助け主」「聖霊」）が入って
来て、弟子たちに真の悔い改めがなされ、神に立ち返ることができ、彼らは「御国の福音」を
理解できるようになりました。
これはまた、イェシュアが彼らの⾧兄となられ、弟子たちが「兄弟」となった出来事でもあり
ます。その後イェシュアが昇天・着座されますが、父の約束である「聖霊のバプテスマ」つま
り「上から着せられる」という「聖霊の満たし」によって、弟子たちもまたイェシュアにある
「兄弟」を得るために全地へ向かって行ったのです。ですから今私たちは教会で「兄弟、姉
妹」と互いに呼び合うようになったのです。
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5．イェシュアが献げる「感謝の祈り」

またイェシュアは公生涯の中で、弟子たちや群集を前に御子が御父に「感謝の祈り」（新改訳
2017）を献げています。

〔マタイの福音書15章36節〕
そして七つのパンと魚を取り、①感謝の祈りをささげてからそれを裂き、弟子たちにお与えに
なったので、弟子たちは群衆に配った。

〔マタイの福音書26章26節〕
また、一同が食事をしているとき、イエスはパンを取り、②神をほめたたえてこれを裂き、弟
子たちに与えて言われた。「取って食べなさい。これはわたしのからだです。」
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5．イェシュアが献げる「感謝の祈り」

マタイの福音書15章36節
そして七つのパンと魚を取り、①感謝の祈りをささげてからそれを裂き、弟子たちにお与えに
なったので、弟子たちは群衆に配った。

新改訳2017では、下線①「感謝の祈りをささげて」になっていますが、原文で見ると
「euvcaristh,saj e;klasen kai. evdi,dou：ユーカリステーサス エクラセン カイ エディドゥー」
「感謝して裂いて（割って）、（その後に）そして、（弟子たちに）与えた」で「感謝の祈
り」とは「感謝する」ことだとわかります。
また「与えた」は未完了過去形で、「次々と与え続けた」となります。ですから、イェシュア
はしっかりと感謝をした後にパン、魚を裂いて弟子たちに与え、次々と群集に配られた情景が
見えて来ます。また過越の食事でもイェシュアは弟子たちにこのように示されています。
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5．イェシュアが献げる「感謝の祈り」

マタイの福音書26章26節
また、一同が食事をしているとき、イエスはパンを取り、②神をほめたたえてこれを裂き、弟子たちに与え
て言われた。「取って食べなさい。これはわたしのからだです。」

原文:②の下線は「ユーロゲーサス エクラセン カイ デゥース: euvlogh,saj e;klasen kai. dou.j 」
「神をほめたたえてこれ（パン）を裂き、そして（弟子たちに）与えた」
①とは違う動詞「ユーロゲーサス」は「ほめたたえる」ですが「感謝する」と同義ですから、御
父に祈りを献げて、パンをパチッと裂いて弟子たちに与えられ「取って食べなさい。これはわた
しのからだです。」とイェシュアの「いのち」と一体となる（「食べる」と同義）ことを示され
ました。 「食べる、食事をする」はギリシア語「エスティオー: evsqi,w」で「焼き尽くす」意味
もあり、まさに「全焼のささげ物」と「穀物のささげ物」が隠されています。（←20Pで詳しく
解説します。）
またマタイは、裂いた「パン」を「日常的なパン」の「アルトス:a;rtoj」で記しています。こ
の時は過越の祭り近くですから、「マッツァー:מַצָּה」「種なしパン」と思われますが、マタイ
はあえて「アルトス:a;rtoj」としたのは、イェシュアが日ごとの糧としてのパン「アルトス:
a;rtoj」だと示したかったのかもしれません。
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6．ささげ物 コルバーン:קָרְבָּן

このようにイェシュアが行った聖餐は、「交わりのいけにえ」を示唆しています。「交わりの
いけにえ」はレビ記に記されている「五つのささげ物（コルバーン:קָרְבָּן）」のひとつで、こ
れらは人が神に近づくために不可欠です。そしてそれらの「ささげ物（コルバーン: קָרְבָּן）」
は、人となられたイェシュアが「自分自身を献げ、ただ一度でそのことを成し遂げられた」
（ヘブル7:27）ことにあります。

●以下はレビ記1～5章にあげられる「五つのささげ物」についてです。
（日本語は新改訳2017からの引用）

第一「全焼のささげ物」（オーラー:עֹלָה）
第二「穀物のささげ物」（ミンハー:מִוְחָה）
第三「交わりのいけにえ」（シェラーミーム:שְׁלָמִים）
第四「罪（単数＝原罪）のきよめのささげ物」（ハッタート:הַטָּאת）
第五「代償の（複数の罪＝数々の行為の罪のための）ささげ物」（アーシャーム:אָשָׁם）
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6．ささげ物 コルバーン:קָרְבָּן

〔下記はAC幕屋の学びより引用と抜粋〕
第一のささげもの「全焼のささげ物」（オーラー:עֹלָה）は、第四の「罪（単数＝原罪）のき
よめのささげ物」に対応していて、イェシュアの公生涯では「最初のアダム」の罪を完全にか
つ包括的に終結させるため「最後のアダム」（イェシュア）が「罪（単数＝原罪）のきよめの
ささげ物」となられたものです。
第三のいけにえ「交わりのいけにえ」（シェラーミーム:שְׁלָמִים）は、他のささげ物の結果を
表しています。これは「和解の献げ物」「会食のいけにえ」とも称された、「神と人との和解
のため」に献げられました。そして「交わりのいけにえ」は「喜び楽しむ」こと、また神に受
け入れられ、また人にも受け入れられるという「交わり」が示す平和（シャーローム:שָׁלוֹם）
の真理があります。その成就はメシア王国においてです。
〔申命記14章26節〕
そしてあなたの神、主の前で食べ、あなたの家族とともに喜び楽しみなさい。
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6．ささげ物 コルバーン:קָרְבָּן

また「交わりのいけにえ」は「全焼のささげ物」と一緒に焼かれていました（レビ記6章）。
それは朝ごとに薪をくべ、「祭壇の火を燃え続けさせなければならない」（9,12,13節）とい
うことです。火は聖霊を象徴しますが、ここでは絶えることなく感謝を献げるために、祭司た
ちは薪をくべることで、祭壇の火を決して消してはなりませんでした。「祭壇の火」とは「神
の霊と人の霊がミングリングされた霊」です。

さらに「交わりのいけにえ」の特徴としては（献げるのが牛であるなら）、
①雄でも雌でも傷のないものであり（レビ記3:1）
②血は祭壇の四つの側面に振り分けられ（レビ記3:2）すべての血によって、神に受け入れら
れることを示しています。
③内臓のすべての脂肪（＝神のもの、人間がそれを食べることは許されていません）は神に芳
しい香りとして献げられ（レビ記3:4）。
④「全焼のささげもの」の上に載せて焼いて煙にする（レビ記3:5）でした。



21

6．ささげ物 コルバーン:קָרְבָּן

「脂肪」と訳された「ヘーレヴ:חֵלֶב」は「最も良い部分、選り抜きの部分、最上の部分、肥え
たもの、最良なもの」を意味します。

〔創世記4章4節〕
アベルもまた、自分の羊の初子の中から、肥えたもの（חֵלֶב）を持ってきた。
主はアベルとそのささげ物に目を留められた。（新改訳改訂第三版「最上のもの」）

［引用、抜粋終り］

イェシュアご自身が血と肉をもってこれらのささげ物となり、神と人との和解を成されました。
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7．感謝のいけにえ トーダー:תּוֹדָה

そして「交わりのいけにえ」には「感謝のいけにえ:トーダー（תּוֹדָה）」が含まれています。
「トーダー:תּוֹדָה」は「ヤーダー:יָדָה」の名詞で「感謝、告白、賛美、感謝の歌、感謝のさ
さげ物」です。それは第二のささげもにある「穀物のささげ物」を指します。

〔レビ記7章11～12節〕
11 主に献げられる（冠詞:その）交わりのいけにえ（ハッシェラーミーム:הַשְּׁלָמִים)について
のおしえは、次のとおりである。
12 もし感謝（トーダー:תּוֹדָה）のためにそれを献げるのなら、（冠詞:その）感謝のいけに
え（ハットーダー:הַתּוֹדָה）と一緒に、油を混ぜた種なし（マッツォート:מַצּוֹת）の輪形パン
と、油を塗った（マーシャハ:מָשַׁח）種なし（マッツォート:מַצּוֹת）の薄焼きパン、さらに、
油を混ぜてよくこねた（上等の）小麦粉（ソーレット:סֹלֶת）の輪形パンを献げる。
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7．感謝のいけにえ トーダー:תּוֹדָה

ここでは、「感謝のいけにえ」と一緒に「種なしパン＝マッツォート:מַצּוֹת」が献げられます。
それらの「種なしパン」については、いくつか規定がありました。
・「油（シェメン: 、「（בָּלַל:バーラル）を混ぜた（שֶׁמֶן
・「油（シェメン: שֶׁמֶן）を塗った（マーシャハ:מָשַׁח）」、
・「油（シェメン: שֶׁמֶן）を混ぜて（＝混ぜ合わされる/ラーヴァフ:Íַרָב）

よくこねた（バーラル:בָּלַל）、上等の小麦粉（ソーレット: סֹלֶת）」

「種なしパン＝マッツォート:מַצּוֹת」が示す意味はストイケイア（もろもろの幼稚な教え）の
入っていない、混じりけのない、純粋なみことばであり、罪のない状態です。
また「油／シェメン:שֶׁמֶן」は肥えた脂肪、油（オリーブ）で、祭司として、また王として注
がれる「そそぎの油／ハンミシゥハー シェメン: הַמִּשְׁחָה שֶׁמֶן」（またイェシュアは「キリス
ト＝油注がれた者」です。:イェーシューア・ハンマシーアッハ: יֵשׁוּעַ הַמָּשִׁיחַ   ）、幕屋の
供えものに欠かせない「ともし火用の油」、「香油」でもあります。
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7．感謝のいけにえ トーダー:תּוֹדָה

このような「油／シェメン:שֶׁמֶן」で「油を塗る（マーシャハ: מָשַׁח）」とは祭司として、ま
たは王としての権威と力を、神の特別な働きを任せるために注がれる「聖霊」です。その油
（シェメン:שֶׁמֶן）を混ぜたの「混ぜる」は「バーラル:בָּלַל」で、「バベル」あるいは「バビ
ロン」（בָּבֶל）に由来する動詞で「主が全地の話しことばを混乱させ（בָּלַל:／三人称単数完了
形＝神が主体）、人々を地の全面に散らされた」（創11:9）が初出箇所ですが、ここでは受動
態分詞（ベルーロート: となっているので「混ぜられた」となり、「上等の小麦粉を（בְּלוÏּת
最上の油で混ぜた種なしパン」となります。そして小麦はキリストの死を意味しますので、
「死と復活」を暗示する「種なしパン」はイェシュアです。

ですから、イェシュアご自身が「感謝のいけにえ」となり献げられ、驚くことはその「感謝の
ための交わりのいけにえ」が「種入りのパン」と一緒に献げられたことです。「種入り」です
から罪が入ったままの状態でということです。さらにそれらの「種入りのパン」が主に献げら
れ祭司のものとされるというのです。
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7．感謝のいけにえ トーダー:תּוֹדָה

〔レビ記7章13～14節〕
13 感謝のための交わりのいけにえと一緒に、種入りの輪形パンを献げる。
14 そして、それぞれのささげ物から一つずつを取り、主への奉納物として献げる。これは、交
わりのいけにえの血を振りかける祭司のものとなる。

つまり、罪が入ったままの状態（種入りのパン＝人）のものと、罪のない（種なしパン＝イェ
シュア）ものが一緒に主に献げられたのです。種入りと種なしのパンに象徴される、罪（罪の
性質）を持ったままの人と罪のない御子が共に神に喜ばれる奉納物とされたということを、神
（＝霊「神は霊です」ヨハネ4:24）の目で見るなら、それは霊においては、御子によって神と
人が和解され、交わりの食卓につくことができるということになり、それは「交わりのいけに
えの血を振りかける」という祭司の務めを担ったモーセやアロンらのような祭司のものとなる
のです。 さらにパウロはこのように述べています。
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8．従順 ヒュパコエーン: u`pakoh.n

〔ローマ人への手紙15章15～19節〕
15 ただ、あなたがたにもう一度思い起こしてもらうために、（冠詞:このto.）私は所々かなり
大胆に書きました。私は、神が与えてくださった恵みのゆえに、
16 （冠詞:このta.）異邦人（すべての民族、国々）のためにキリスト・イエスに仕える者と
なったからです。私は神の福音をもって、祭司の務めを果たしています。それは（冠詞:この
ta.）異邦人が、聖霊によって聖なるものとされた、神に喜ばれるささげ物となるためです。
17 ですから、神への奉仕について、私はキリスト・イエスにあって誇りを持っています。
18 私は、異邦人を従順にするため、キリストが私を用いて成し遂げてくださったこと以外に、
何かをあえて話そうとは思いません。キリストは、ことばと行いにより、
19 また、しるしと不思議を行う力と、神の御霊の力によって、それらを成し遂げてくださいま
した。こうして、私はエルサレムから始めて、イルリコに至るまでを巡り、キリストの福音を
くまなく伝えました。
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8．従順 ヒュパコエーン: u`pakoh.n

「異邦人を従順にするため」の「従順」とは「ヒュパコエーン: u`pakoh.n」で、「下に
（ὑπό:ヒュポ）」と「聞く（ἀκούω:アクーオー）」が合体したことばで、ただ命令に従
うだけでなく、「相手の言葉にしっかりと耳を傾け、自発的に従う」というニュアンスを
持っています。

イェシュアはすでに「コルバーン」となられ献げられましたが、イェシュアをメシアと信じ
る「この異邦人」たちもまた「聖霊によって聖なるものとされた、神に喜ばれるささげ物」
とされるのです。それは「じっくりと神のみことばに耳を傾け、自発的に従う」という祭司
の務めに関することなのです。
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8．従順 ヒュパコエーン: u`pakoh.n

〔ローマ人への手紙1章5～7節〕
5 この方によって、私たちは恵みと使徒の務めを受けました。御名のために、すべての異邦人
（あらゆる国々＝ゴーイム:גּוֹים）の中に信仰の従順（ヒュパコエーン: u`pakoh.n）をもたらす
ためです。
6 その異邦人たちの中にあって（でさえ＝カイ:kai）、あなたがたも召されて（カレートス:
klhto,j）イエス・キリストのものとなりました──
7 ローマにいるすべての（ユダヤ人、異邦人すべて）、神に愛され、召された（カレートス:
klhto,j）聖徒たちへ。私たちの父なる神と主イエス・キリストから、恵みと平安があなたがた
にありますように。
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8．従順 ヒュパコエーン: u`pakoh.n

ユダヤ人でパリサイ人だったパウロは「キリスト・イェシュアのしもべ、神の福音（＝御国の
福音）のために選び出され、召され」（ローマ1:1）ました。「召された」は「カレートス:
klhto,j」で「呼ぶ、名づける」の動詞「カレオー:kale,w」が語源です。また「教会、集会」
のギリシア語「エックレーシア:evkklhsi,a」は「～から外へ」の「エック:evk」と「カレ
オー:kale,w」が合体したことばで「外へ呼び出された者」ですが、パウロもストイケイアの
律法主義、神殿ユダヤ教という「宿営」の中から呼び出された「エックレーシア」であり、ま
た異邦人の中（世や宗教などの宿営）から呼び出された者も同じ「エックレーシア」なのです。
「ささげ物」（コルバーン）となられたイェシュアは、昇天・着座されましたが、その前に弟
子たちに「息を吹きかけて」与えられた聖霊によって「終りの日」まで、今なお神はあらゆる
人に「信仰の従順」をもたらすために「宿営の外へ呼び出し、召し」ておられます。
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9．主に感謝せよ。その恵みはとこしえまで。

〔ヘブル人への手紙2章11～12節〕
11 聖とする方も、聖とされる者たちも、みな一人の方から出ています。それゆえ、イエスは彼
らを兄弟と呼ぶことを恥とせずに、こう言われます。
2:12 「わたしは、あなたの御名を兄弟たちに語り告げ、会衆（＝エックレーシア）の中であな
たを賛美しよう。」

この「賛美しよう」とは「ヒュムネオー:ὑμνέω」で英語の「ヒムHymn（賛美歌）」の語源で
もあります。賛美歌と言っても私たちが歌っている賛美と言うより、その真意は「神を賛美す
るハッレール（הַלֵּל） の詩篇を歌う」ことです。特に出エジプトによって解放されたイスラエ
ルの民が過越の祭りに歌う詩篇の中に多く見られ、冒頭でも触れた「主に感謝せよ。その恵み
はとこしえまで」なのです。
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9．主に感謝せよ。その恵みはとこしえまで。

交わりの食卓と言える過越の食事の後、イェシュアと弟子たちは賛美の歌（ハッレール:
を歌ってからオリーブ山へ出かけました（マタイ26:30）。「賛美する」とは「ハーラ（הַלֵּל
ル: で「輝かす、照らす」、「ほめたたえる」、「愚かな、狂ったふるまいをする」と「הָלַל
重層的な語彙です。しかしここから見えてくるのは「世を照らす光（イェシュア）を世から
見れば愚かで狂ったように、ほめたたえる」喜びの極みで賛美されることだということです。
それはやがて来るメシア王国に入っていく者たちに相応しい歌なのです。その時に歌う多く
の詩篇の中でも、詩篇118編は「主に感謝せよ。主はまことにいつくしみ深い。その恵みは
とこしえまで。」から始まり、その終り29節もまた同じです。1節と29節に挟まれるように2
～28節があります。それはまさにメシア王国に導かれた者たちが喜び極まって主をほめたた
える歌にふさわしいのです。（実は前回の発表では詩篇118編で終わりました）
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おわりに

「感謝する」とは神に向けられることで、それは「神は聞いて、見て」おられる方だと知る者
たちが「神をほめたたえる」呼びかけです。また神は「感謝せよ」「ホードゥー:ּהוֹדו」と命じ
ておられます。なぜなら元になった動詞「ヤーダー:יָדָה」には「告白する」ことが含まれてい
るので、罪を告白し、罪を捨て去り、神の赦しとあわれみを受けて人と神の相互関係を立て直
す回復の鍵が隠されているからです。またユダの名にも由来するように、ユダ族から出たメシ
ア・イェシュアが神に献げられた「コルバーン」によって、すべての国々、民族、また最後に
はイスラエルの残りの者を導かれます。やがてメシア王国でユダヤ人も異邦人もなく、イェ
シュアを⾧兄とした真の兄弟が集い、喜び、楽しむことは、誰よりも神の悲願である「神と人
が共に住む」ことが実現し完成する（シャーレーム:שָׁלֵם）ことです。また「感謝をささげ
る」ことは祭司の務めと大いに関係があります。
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最後に、私たちをやがて「王国とし、祭司としてくださる」ことを願いつつ「あなたがたの兄
弟で、あなたがたとともにイェシュアにある苦難と御国と忍耐にあずかっている者」使徒ヨハ
ネが記した黙示録をお読みして終わります。

〔ヨハネの黙示録1章4節ｂ～8節〕
4 今おられ、昔おられ、やがて来られる方から、また、その御座の前におられる七つの御霊か
ら 5 また、確かな証人、死者の中から最初に生まれた方、地の王たちの支配者であるイエ
ス・キリストから、恵みと平安があなたがたにあるように。私たちを愛し、その血によって私
たちを罪から解き放ち、6 また、ご自分の父である神のために、私たちを王国とし、祭司とし
てくださった方に、栄光と力が世々限りなくあるように。アーメン。
7 見よ、その方は雲とともに来られる。すべての目が彼を見る。彼を突き刺した者たちさえも。
地のすべての部族は彼のゆえに胸をたたいて悲しむ。しかり、アーメン。
8 神である主、今おられ、昔おられ、やがて来られる方、全能者がこう言われる。「わたしは
アルファであり、オメガである。」

完


